
は
じ
め
に

唐
・
張
志
和
の
「
漁
歌
子
」
制
作
（
大
暦
九
年
、
七
七
四
）
か
ら
僅
か
四
十
九

年
後
の
平
安
時
代
・
弘
仁
十
四
（
八
二
三
）
年
、
嵯
峨
天
皇
の
「
漁
歌
子
」
五
闋

と
こ
れ
に
奉
和
し
た
有
智
子
内
親
王
及
び
滋
野
貞
主
の
作
品
七
闋
が
制
作
さ
れ
た
。

こ
の
計
十
二
闋
が
、
日
本
に
お
け
る
詞
の
嚆
矢
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
他
に
、

醍
醐
天
皇
の
皇
子
兼
明
親
王
の
「
憶
龜
山
」
詞
二
闋
が
あ
り
、
そ
の
後
江
戸
時
代

に
は
複
數
の
詩
人
に
よ
る
相
當
數
の
作
品
が
殘
さ
れ
、
や
が
て
明
治
期
の
三
家

（
森
槐
南
・
高
野
竹
隱
・
森
川
竹
溪
）
と
そ
の
周
邊
に
お
け
る
詞
の
盛
行
へ
と
及

ぶ
の
で
あ
る
。

詞
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
中
國
韻
文
の
重
要
な
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
中
國
の

文
學
状
況
に
目
を
配
り
つ
つ
獨
自
の
發
展
を
と
げ
て
き
た
日
本
漢
文
學
に
と
っ
て

も
ま
た
、
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
分
野
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
日
本
詞

の
歴
史
や
諸
相
に
關
し
て
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
專
著
は
、
現
時
點
で
は
故
神
田
喜

一
郞
博
士
の
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』（『
神
田
喜
一
郞
全
集
』
第
六
・
七
卷

所
收
、
同
朋
舍
出
版
、
一
九
八
五
・
八
六
、
初
出
は
二
玄
社
刊
、
一
九
六
五
・
六

七
）
た
だ
一
書
に
す
ぎ
な
い
。
論
文
も
ま
こ
と
に
寥
々
た
る
も
の
で
、
全
般
に
論

考
數
の
少
な
い
日
本
漢
文
學
研
究
に
お
い
て
も
そ
の
少
な
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
日
本
に
お
け
る
研
究
状
況
と
比
べ
る
と
、
中
國
の
日

本
詞
研
究
の
方
が
數
段
す
す
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
國
で
發
表
さ
れ
た

論
文
や
選
注
本
等
は
、
管
見
の
及
ん
だ
範
圍
で
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

○
論
文
・
書
評
等

夏
承
燾

論
域
外
詞
絕
句
九
首

文
獻
第
四
號

一
九
八
〇

周
采
泉

獨
辟
蹊
徑
的
「
域
外
詞
選
」
湘
江
文
學
一
九
八
二
年
十
一
期

張
珍
懷
《
日
本
三
家
詞
箋
注
》
前
言

文
獻
第
十
五
號

一
九
八
三
年
三

月
施
議
對

東
瀛
詞
壇
傳
佳
話
─
關
于
中
國
塡
詞
對
日
本
塡
詞
的
影
響

福
建

師
范
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）
一
九
八
三
年
一
期

張
珍
懷

日
本
的
詞
學

詞
學
第
二
輯

一
九
八
三
年
十
月

彭
黎
明

日
本
的
詞
學
研
究

河
北
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）
一
九

八
五
年
二
期

彭
黎
明

中
日
詞
人
交
往
事
略

河
北
學
刊
一
九
八
五
年
二
期

三
七

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て

萩

原

正

樹



彭
黎
明

讀
「
域
外
詞
選
」
文
學
評
論
一
九
八
五
年
三
期

蔡
毅

明
治
塡
詞
與
中
國
詞
學

學
人
第
二
輯

一
九
九
二
（
蔡
毅
『
日
本

漢
詩
論
稿
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
に
再
録
）

熊
豔
娥

花
開
異
域
─
淺
論
日
本
幕
府
末
期
詠
物
詞

沙
洋
師
範
高
等
專
科

學
校
學
報
二
〇
〇
五
年
二
期

○
選
注
本

夏
承
燾
選
校
、
張
珍
懷
・
胡
樹
淼
注
釋
『
域
外
詞
選
』
書
目
文
獻
出
版
社

一
九
八
一
年
十
一
月

彭
黎
明
・
羅
姍
選
注
『
日
本
詞
選
』
嶽
麓
書
社

一
九
八
五
年
十
一
月

張
珍
懷
箋
注
、
黄
思
維
校
訂
、
施
議
對
審
訂
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
澳
門

中
華
詩
詞
學
會

二
〇
〇
三
年
一
月

○
翻
譯

施
議
對
譯
「
塡
詞
之
濫
觴
」（
譯
自
日
本
塡
詞
史
話
上
）
『
域
外
詞
選
』
附

載
程
郁
綴
・
高
野
雪
譯
『
日
本
塡
詞
史
話
』
北
京
大
學
出
版
社

二
〇
〇
〇

年
十
月

數
量
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
日
本
と
比
べ
る
と
充
實
し
て
い
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
特
に
選
注
本
が
三
種
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
は
、
同
じ
く
日
本
の
詞
に
關
心
を
寄

せ
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
で
あ
り
、
い
わ
ば
大
變
あ
り
が
た
い
仕
事

で
あ
る
。
ま
さ
に
詞
の
本
場
で
あ
る
中
國
の
學
者
た
ち
が
、
日
本
人
の
制
作
し
た

詞
を
評
價
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
う
れ
し
く
ま
た
誇
ら
し
い
こ
と
で

あ
り
、
日
本
の
研
究
者
の
一
人
と
し
て
彼
ら
に
深
甚
な
る
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た

い
。
た
だ
あ
ら
ゆ
る
研
究
成
果
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
中
國
で
の
日
本
詞
研
究

に
お
い
て
も
、
時
を
挽
て
て
み
れ
ば
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
見
解
や
、
補
う
べ

き
資
料
な
ど
が
存
在
す
る
こ
と
も
事
實
で
あ
ろ
う
。

小
論
で
は
、
中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
夏
承
燾
氏
と

日
本
と
の
關
わ
り
や
、
中
國
の
研
究
者
に
よ
る
日
本
詞
評
價
等
を
紹
介
し
、
あ
わ

せ
て
中
國
の
日
本
詞
研
究
、
特
に
選
注
本
に
つ
い
て
そ
の
問
題
點
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
中
國
の
學
者
に
よ
る
日
本
詞
研
究
の
過
去
と
現
在
を
振
り
返
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
後
の
日
本
詞
研
究
に
と
っ
て
有
用
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と
思
う
か
ら

で
あ
る
。一

夏
承
燾
氏
の
日
本
詞
研
究

中
國
に
お
い
て
最
初
に
日
本
の
詞
を
高
く
評
價
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
夏
承
燾

氏
（
一
九
〇
〇
─
一
九
八
六
）
で
あ
ろ
う
。
夏
承
燾
氏
に
よ
っ
て
日
本
詞
の
價
値

が
見
い
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
。

夏
承
燾
氏
は
、
周
知
の
と
お
り
『
唐
宋
詞
人
年
譜
』
や
『
姜
白
石
詞
編
年
箋
校
』

等
の
著
書
で
知
ら
れ
る
、
著
名
な
詞
學
研
究
者
で
あ
る
。
そ
の
夏
承
燾
氏
が
比
較

的
早
い
時
期
か
ら
日
本
の
漢
學
に
關
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
樣
子
を
、
氏
の
日
記

で
あ
る
『
天
勇
閣
學
詞
日
記
』（『
夏
承
燾
集
』
第
五
～
七
册
所
收
、
浙
江
古
籍
出

版
社
・
浙
江
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
七
）
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
天
勇
閣
學
詞
日
記
』
の
中
で
最
も
早
く
登
場
す
る
日
本
の
書
物
は
、
鶴
見
祐

輔
氏
の
『
思
想
・
山
水
・
人
物
』
で
あ
る
。

（
１
）

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て

三
八



［
一
九
二
八
年
八
月
十
六
日
］

閱
日
本
鶴
見
祐
輔
思
想
山
水
人
物
（
魯
迅
譯
）
不
忍
釋
手
、
攜
枕
上
閱
至
息

燈
時
。
得
一
好
書
、
心
靈
爽
暢
、
不
可
言
喩
。

鶴
見
祐
輔
氏
は
後
藤
新
平
の
女
壻
で
、
戰
前
か
ら
戰
後
に
か
け
て
の
政
治
家
・

著
述
家
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
ま
た
鶴
見
和
子
・
俊
輔
の
父
親
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。
隨
筆
集
『
思
想
・
山
水
・
人
物
』
は
、
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
か
ら
大
正
十

三
（
一
九
二
四
）
年
に
出
版
さ
れ
た
。
翌
一
九
二
五
年
四
月
以
降
、
魯
迅
に
よ
る

書
中
の
諸
篇
の
翻
譯
が
『
民
衆
周
刊
』『
語
絲
』
等
の
雜
誌
に
掲
載
さ
れ
、
計
二
十

篇
を
收
め
た
單
行
本
が
一
九
二
八
年
五
月
に
上
海
北
新
書
局
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。

夏
承
燾
氏
が
讀
ま
れ
た
の
は
恐
ら
く
こ
の
北
新
書
局
版
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
讀
み

出
し
た
夏
氏
は
手
か
ら
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
枕
邊
ま
で
持
ち
込
ん
で
讀

み
ふ
け
っ
た
と
い
う
。「
得
一
好
書
、
心
靈
爽
暢
、
不
可
言
喩
」
と
あ
る
ご
と
く
、

そ
の
内
容
に
高
い
評
價
を
與
え
て
お
ら
れ
る
。

直
接
中
國
文
學
に
關
わ
る
書
物
で
は
、
鹽
谷
温
氏
の
『
中
國
文
學
概
論
講
話
』

を
讀
ま
れ
て
い
る
。

［
一
九
二
九
年
九
月
十
八
日
］

閱
日
本
鹽
谷
温
中
國
文
學
概
論
講
話
譯
本
。
鹽
谷
温
曾
游
中
國
、
從
葉
煥
彬

學
詞
曲
。

詞
學
を
專
攻
さ
れ
て
い
る
夏
承
燾
氏
は
、
葉
德
輝
（
字
煥
彬
）
に
詞
曲
を
學
ん

だ
と
い
う
鹽
谷
温
氏
の
書
物
に
大
い
に
關
心
を
持
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
翌

九
月
十
九
日
の
日
記
に
は
、

［
一
九
二
九
年
九
月
十
九
日
］

閱
中
國
文
學
概
論
講
話
塡
詞
篇
、
無
精
到
語
。

（
２
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
期
待
は
ず
れ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
も
日
記
に
は
、

［
一
九
三
四
年
十
二
月
二
十
九
日
］

閱
日
本
岡
田
元
規
之
唐
宋
八
大
家
醫
傳
。

（
マ
マ
）

［
一
九
三
五
年
七
月
二
十
六
日
］

閱
日
本
今
關
天
彭
論
淸
詞
書
、
彷
彿
可
解
。

［
一
九
三
六
年
三
月
十
日
］

閱
日
本
足
立
喜
六
著
長
安
史
蹟
考
（
商
務
版
）。

な
ど
、
日
本
人
の
著
作
が
登
場
し
て
い
る
。［
一
九
三
五
年
七
月
二
十
六
日
］
の

「
今
關
天
彭
論
淸
詞
書
」
と
は
、
今
關
天
彭
氏
著
『
淸
代
及
現
代
の
詩
餘
駢
文
界
』

で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
一
九
四
〇
年
の
冬
に
は
、

［
一
九
四
〇
年
一
月
二
十
五
日
］

樸
見
日
本
東
方
學
報
有
漢
書
補
注
、
補
宋
代
皇
城
司
考
等
文
。
彼
邦
人
治
我

國
之
學
蔚
爲
勇
氣
、
而
我
乃
自
視
爲
芻
狗
、
可
嘆
可
嘆
。

［
二
月
十
四
日
］

于
欣
夫
處
見
日
本
東
方
文
化
研
究
院
所
印
尚
書
正
義
定
本
一
册
。
彼
邦
人
乃

有
志
整
理
十
三
經
注
疏
、
欲
越
俎
代
庖
矣
。

［
二
月
十
七
日
］

今
日
之
江
上
二
課
、
幷
爲
新
生
指
導
國
文
系
課
程
、
引
日
本
人
治
漢
學
各
書

相
警
戒
。

と
の
記
事
が
見
え
、「
東
方
學
報
」
所
收
の
論
文
や
『
尚
書
正
義
』
を
御
覽
に
な
っ

て
、
日
本
漢
學
の
研
究
水
準
の
高
さ
に
驚
嘆
し
て
お
ら
れ
る
。
當
時
は
旣
に
日
中

戰
爭
の
始
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
が
、
夏
承
燾
氏
は
狹
隘
な
偏
見
に
と
ら
わ
れ

（
３
）

（
４
）

三
九

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號



る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
「
而
我
乃
自
視
爲
芻
狗
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
謙
虚

な
姿
勢
で
日
本
人
の
研
究
を
評
價
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
夏
氏
は
そ
の
頃
之
江

大
學
に
勤
め
て
お
ら
れ
、
二
月
十
七
日
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
そ
の
學
生
た
ち
に
日

本
人
の
研
究
書
を
紹
介
し
て
「
諸
君
も
日
本
人
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と

勉
強
し
な
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
訓
示
を
垂
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

戰
後
に
な
る
と
、
特
に
京
都
の
學
者
と
の
交
流
が
始
ま
る
。

［
一
九
五
六
年
九
月
六
日
］

得
任
二
北
函
、
謂
日
本
東
光
雜
誌
刊
有
中
田
勇
次
郞
之
「
姜
夔
」、「
姜
白
石

之
梅
」
二
文
、
不
知
内
容
如
何
、
頗
思
訪
得
一
看
。
此
君
樸
有
中
華
唐
宋
六

十
家
言
行
録
一
書
。

と
、
右
の
記
事
で
は
ま
ず
故
中
田
勇
次
郞
先
生
の
姜
夔
に
關
す
る
論
文
に
關
心
を

寄
せ
ら
れ
、
ま
た
一
九
五
七
年
に
は
、

［
一
九
五
七
年
二
月
十
二
日
］

遇
陳
繼
生
、
出
示
楡
生
來
片
、
謂
日
本
京
都
大
學
吉
川
幸
次
郞
主
編
之
中
國

文
學
報
、
有
評
介
唐
宋
詞
人
年
譜
一
文
。
日
本
居
然
有
人
讀
此
書
、
甚
欲
一

見
其
所
評
。
作
一
片
問
楡
生
何
從
見
此
。

［
二
月
十
三
日
］

晨
作
一
函
致
日
本
京
都
大
學
吉
川
幸
次
郞
、
問
其
所
編
中
國
文
學
報
評
介
唐

宋
詞
人
年
譜
文
字
、
竝
問
田
中
勇
次
郞
所
爲
姜
夔
及
姜
白
石
與
梅
花
論
文
。

（
マ
マ
）

［
二
月
二
十
六
日
］

晨
楡
生
寄
來
日
本
京
都
大
學
文
學
部
中
國
語
言
中
國
文
學
研
究
室
所
出
之
中

國
文
學
報
第
五
册
、
一
九
五
六
年
十
月
刊
、
書
評
欄
載
淸
水
茂
評
予
唐
宋
詞

人
年
譜
一
文
。
午
後
請
葉
作
舟
君
講
一
過
、
燈
下
試
譯
三
四
頁
。
淸
水
君
讀

（
５
）

予
書
甚
仔
細
、
竝
以
詞
學
季
刊
所
登
予
譜
校
閱
、
所
論
皆
甚
中
肯
、
讚
美
亦

無
溢
辭
、
日
人
治
學
謹
嚴
可
見
。
當
此
國
運
迍
邅
之
日
、
尚
有
人
沈
研
學
術
、

孜
孜
如
此
、
亦
令
人
感
奮
。

と
み
え
、
二
月
十
二
日
に
龍
楡
生
氏
を
通
し
て
、
京
都
大
學
の
「
中
國
文
學
報
」

第
五
册
に
『
唐
宋
詞
人
年
譜
』
の
書
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ぜ
ひ

と
も
一
見
し
た
い
と
思
わ
れ
、
翌
十
三
日
に
は
吉
川
幸
次
郞
氏
に
手
紙
を
出
し
て

「
中
國
文
學
報
」
や
中
田
先
生
の
論
文
に
つ
い
て
問
合
せ
を
し
て
お
ら
れ
る
。

や
が
て
二
月
二
十
六
日
朝
に
、
龍
楡
生
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
中
國
文
學
報
」

を
入
手
す
る
と
、
そ
の
日
の
午
後
に
は
日
本
語
を
解
す
る
葉
作
舟
と
い
う
同
僚
に

賴
ん
で
書
評
を
試
譯
し
、
淸
水
茂
氏
の
書
評
に
つ
い
て
「
淸
水
君
讀
予
書
甚
仔
細
、

竝
以
詞
學
季
刊
所
登
予
譜
校
閱
、
所
論
皆
甚
中
肯
、
讚
美
亦
無
溢
辭
、
日
人
治
學

謹
嚴
可
見
」
と
き
わ
め
て
高
く
評
價
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
淸
水
茂
氏
と
夏

承
燾
氏
と
は
「
忘
年
の
交
わ
り
」
を
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
五
九
、
六
〇
、
六
一
年
に
も
、

［
一
九
五
九
年
六
月
十
四
日
］

得
日
本
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
平
岡
武
夫
寄
來
東
方
學
報
抽
印
本
。
平

岡
所
著
「
唐
長
安
の
遺
蹟
調
査
と
夏
承
燾
氏
の
曲
江
池
考
」
一
册
、
札
録
予

所
著
「
唐
代
曲
江
池
小
考
」。

［
一
九
六
〇
年
十
二
月
十
九
日
］

日
本
林
謙
三
寄
來
其
新
著
三
册
、「
尺
八
新
考
」「
博
雅
笛
譜
考
」「
伎
樂
曲
の

研
究
」。
林
君
爲
日
本
古
樂
研
究
專
家
、
郭
沫
若
譯
其
隋
唐
燕
樂
考
、
甚
負

盛
名
。
惜
不
能
讀
其
日
文
著
作
。

［
一
九
六
一
年
四
月
十
五
日
］

（
６
）

（
７
）

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て

四
〇



晨
過
鄧
恭
三
談
、（
中
略
）
樸
示
日
本
入
矢
義
高
評
鄧
之
誠
之
注
東
京
延
華

録
、
列
擧
誤
謬
甚
多
。

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
日
本
の
學
者
か
ら
の
論
考
の
寄
送
や
友
人
と
の
情
報
交
換

の
場
な
ど
か
ら
、
日
本
人
の
研
究
業
績
に
接
し
、
そ
の
内
容
に
注
意
を
拂
っ
て
お

ら
れ
る
樣
子
が
窺
え
よ
う
。

そ
し
て
一
九
六
五
年
六
月
二
十
三
日
の
日
記
に
、
神
田
喜
一
郞
博
士
が
二
玄
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
『
日
本
塡
詞
史
話
』
の
上
册
を
、
神
田
博
士
よ
り
送
ら
れ
た
こ

と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

［
一
九
六
五
年
六
月
二
十
三
日
］

上
午
接
日
本
京
都
市
左
京
區
下
鴨
北
園
町
七
八
號
神
田
喜
一
郞
航
函
竝
「
日

本
塡
詞
史
話
」
上
一
厚
册
、
函
謂
「
日
本
塡
詞
一
道
作
者
寥
寥
、
江
戸
時
代

末
期
、
野
村
篁
園
、
日
下
部
延
香
輩
勇
氣
漸
開
、
途
徑
始
通
、
大
抵
憲
章
竹

垞
、
祖
述
樊
榭
、
學
歩
雖
陋
、
稍
覺
形
似
、
或
可
以
發
一
粲
。
厥
後
迨
明
治

時
代
、
森
槐
南
、
高
野
竹
隱
、
高
居
壇
坫
、
相
競
角
技
、
自
謂
一
時
瑜
亮
、

天
下
無
敵
也
」
云
云
。
午
後
閱
史
話
森
槐
南
、
高
野
竹
隱
二
家
之
作
、
誠
足

令
人
斂
手
、
此
前
各
家
有
甚
幼
稚
可
笑
者
。
其
一
〇
二
頁
有
述
魏
氏
樂
譜
一

章
、
知
卽
林
謙
三
所
發
現
者
、
其
著
者
魏
皓
、
字
子
明
、
號
君
山
、
其
先
中

土
鉅
鹿
人
、
四
世
祖
雙
侯
、
通
朱
明
之
樂
、
崇
禎
中
抱
樂
器
避
亂
日
本
、
皓

傳
其
樂
學
、
日
本
乃
有
明
樂
。
樂
凡
八
調
、
其
器
管
四
、
絃
三
、
攷
撃
四
、

其
詞
曲
凡
二
百
餘
。
書
中
提
及
林
謙
三
所
著
明
樂
新
考
。
神
田
函
謂
與
姜
亮

夫
不
相
見
幾
三
十
年
、
予
問
姜
公
、
謂
神
田
今
年
已
七
十
餘
、
三
十
年
前
遇

於
巴
黎
、
同
治
敦
煌
學
、
後
著
有
敦
煌
學
五
十
年
、
段
玉
裁
年
譜
及
兩
緇
流

之
音
韻
學
、
頃
任
京
都
大
學
文
學
研
究
所
長
。

（
８
）

神
田
博
士
の
書
函
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
、
ま
た
そ
の
日
の
午
後
に
は
森
槐

南
・
高
野
竹
隱
の
作
品
を
讀
ま
れ
、「
誠
足
令
人
斂
手
」
と
兩
者
の
作
品
に
高
い

評
價
を
與
え
て
お
ら
れ
る
。
一
方
續
い
て
「
此
前
各
家
有
甚
幼
稚
可
笑
者
」
と
記

さ
れ
、
槐
南
・
竹
隱
以
前
の
特
に
江
戸
期
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
作
品
が
一

定
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
魏
氏
樂
譜
」
に

關
し
て
も
、
大
き
な
關
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

翌
六
月
二
十
四
日
の
日
記
に
は
、

［
六
月
二
十
四
日
］

午
後
作
神
田
喜
一
郞
信
、
謝
其
寄
贈
日
本
塡
詞
史
話
、
竝
贈
與
菩
薩
蠻
一
首
。

と
あ
り
、
夏
承
燾
氏
が
す
ぐ
に
神
田
博
士
に
返
信
を
書
き
、「
菩
薩
蠻
」
詞
一
首
を

贈
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
後
兩
者
の
や
り
と
り
は
、

［
七
月
二
十
八
日
］

得
神
田
喜
一
郞
十
七
日
航
函
、
囑
寫
前
寄
菩
薩
蠻
詞
、
竝
問
楡
生
、
圭
璋
住

處
。

［
八
月
二
日
］

發
題
日
本
塡
詞
史
話
及
四
聲
繹
説
、
曲
江
考
與
神
田
鬯
盦
。

［
八
月
三
日
］

傍
晩
作
神
田
鬯
盦
復
、
吿
學
生
欲
譯
日
本
塡
詞
史
話
、
請
其
書
森
槐
南
、
高

野
竹
隱
唱
和
詞
、
附
去
寄
林
謙
三
詩
二
首
。

と
續
く
の
で
あ
る
。

『
天
勇
閣
學
詞
日
記
』
に
日
本
人
の
詞
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
六
月
二
十
三
日
の
記
事
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
た
だ
夏
承
燾
氏
が
こ
れ
以
前
に

は
ま
っ
た
く
日
本
人
の
詞
に
つ
い
て
知
っ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
恐

（
９
）

（

）
１０
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ら
く
そ
う
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
日
本
留
學
經
驗
の
有
る
友
人

や
、
彼
ら
が
持
ち
歸
っ
た
書
物
・
雜
誌
等
を
通
じ
て
、
日
本
人
の
詞
や
日
本
の
詞

學
に
も
あ
る
程
度
關
心
を
持
ち
、
知
識
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
二
八
年
九
月
九
日
の
學
詞
日
記
に
、

［
一
九
二
八
年
九
月
九
日
］

鼎
丞
丈
來
、
示
日
本
人
詩
數
本
、
囑
代
作
一
詩
、
挽
日
本
大
倉
喜
七
郞
。

と
記
さ
れ
、
日
本
人
の
漢
詩
集
數
册
を
見
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
詩
集
の
中
に
は
、

あ
る
い
は
詞
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
森
槐
南
に
つ
い
て
は
、
黄
遵
憲
「
人
境
廬
詩
草
續
・
懷
人
詩
」
中
の
注
に

「
森
槐
南
、
魯
直
之
子
、
年
十
六
、
兼
工
詞
。
曾
作
補
天
石
傳
奇
示
予
、
眞
東
京

才
子
也
」
と
あ
り
、
そ
の
名
と
多
才
ぶ
り
は
仄
聞
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

日
本
の
書
物
や
漢
學
に
詳
し
い
唐
圭
璋
・
龍
楡
生
ら
か
ら
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

だ
が
や
は
り
、
夏
承
燾
氏
が
本
格
的
に
日
本
の
詞
に
興
味
を
持
た
れ
た
の
は
、

神
田
博
士
の
著
書
以
降
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
塡
詞
史
話
』
上
册

刊
行
か
ら
十
五
年
後
の
一
九
八
〇
年
、
夏
氏
は
「
文
獻
」
第
四
號
に
「
論
域
外
詞

絕
句
九
首
」
を
發
表
し
て
、
中
國
に
お
け
る
域
外
詞
研
究
の
口
火
を
切
ら
れ
、
翌

一
九
八
一
年
に
は
内
外
を
通
じ
て
最
初
の
選
注
本
で
あ
る
『
域
外
詞
選
』
を
編
纂

さ
れ
た
。
神
田
博
士
が
著
書
を
夏
承
燾
氏
に
送
ら
れ
、
詞
學
の
泰
斗
で
あ
る
夏
承

燾
氏
が
そ
の
内
容
を
高
く
評
價
さ
れ
た
こ
と
が
、
中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
の
、

直
接
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（

）
１１

二

中
國
人
研
究
者
の
日
本
詞
評
價

次
に
、
中
國
の
日
本
詞
研
究
者
た
ち
が
日
本
の
詞
を
ど
の
よ
う
に
評
價
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
先
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
神
田
博
士
の

『
日
本
塡
詞
史
話
』
を
讀
ま
れ
た
際
、
夏
承
燾
氏
は
槐
南
・
竹
隱
の
作
品
を
高
く

評
價
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
以
前
の
作
者
に
つ
い
て
は
「
此
前
各
家
有
甚
幼
稚
可
笑

者
」
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
野
村
篁
園
と
日
下
部
延
香
に
つ
い
て
は
、「
江
戸
時

代
末
期
、
野
村
篁
園
、
日
下
部
延
香
輩
勇
氣
漸
開
、
途
徑
始
通
、
大
抵
憲
章
竹
垞
、

祖
述
樊
榭
、
學
歩
雖
陋
、
稍
覺
形
似
、
或
可
以
發
一
粲
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
評
價
は
後
年
に
も
變
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
一
九
八
〇
年
の
「
論
域

外
詞
絕
句
九
首
」
に
お
い
て
も
、
江
戸
以
前
の
作
者
に
つ
い
て
は
嵯
峨
天
皇
と
野

村
篁
園
の
二
名
の
み
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。

ま
ず
嵯
峨
天
皇
に
つ
い
て
、
夏
承
燾
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
、
日
本
詞
の

開
山
と
し
て
の
役
割
を
評
價
さ
れ
て
い
る
。

日
本
詞
學
、
開
始
于
嵯
峨
天
皇
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
和
張
志
和
《
漁
歌

子
》
五
首
、
是
爲
日
本
詞
學
開
山
。
上
距
張
志
和
原
作
、
僅
後
四
十
九
年
、

迄
今
已
有
一
千
一
百
五
十
多
年
了
。
其
時
温
庭
筠
纔
十
歳
左
右
。（
夏
承
燾

「
論
域
外
詞
絕
句
九
首
」
題
解
）

ま
た
野
村
篁
園
に
つ
い
て
は
、

野
村
篁
園
詞
集
中
詠
物
之
作
甚
多
。
詠
食
物
有
柑
、
笋
、
蠶
豆
、
銀
魚
、
蟹

等
、
以
姜
白
石
、
史
梅
溪
刻
劃
之
筆
、
寫
江
鄕
勇
味
、
令
人
有
蒓
鱸
之
想
。

（
夏
承
燾
「
論
域
外
詞
絕
句
九
首
」
題
解
）

と
記
さ
れ
、
特
に
そ
の
詠
物
の
作
品
に
つ
い
て
南
宋
の
姜
夔
・
史
達
祖
に
擬
し
て

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て

四
二



論
じ
ら
れ
て
い
る
。
篁
園
の
詠
物
詞
に
關
し
て
は
張
珍
懷
氏
も
、

其
詠
物
之
作
深
得
南
宋
姜
、
張
、
高
、
史
之
三
昧
。（
張
珍
懷
「《
日
本
三
家

詞
箋
注
》
前
言
」）

と
評
さ
れ
て
お
り
、
姜
夔
・
史
達
祖
に
加
え
て
張
炎
・
高
觀
國
の
味
わ
い
も
有
し

て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

他
吸
取
了
宋
詩
的
曉
明
暢
達
、
融
合
我
國
性
靈
詩
派
的
淸
新
機
巧
、
形
成
自

己
的
詞
勇
特
色
、
卽
構
思
新
奇
、
形
象
生
動
、
表
意
鮮
明
、
細
膩
諧
婉
。（
彭

黎
明
「
讀
『
域
外
詞
選
』」）

篁
園
學
識
淵
博
、
才
力
過
人
、
從
《
荷
葉
杯
》
這
樣
的
小
令
、
到
最
長
的
慢

詞
《
鶯
啼
序
》、
幾
乎
諸
調
皆
備
、
這
在
中
外
塡
詞
史
上
都
是
極
爲
少
見
的
。

他
很
善
于
使
事
用
典
、
刻
畫
物
象
細
膩
生
動
、
文
辭
豐
贍
、
勇
格
典
雅
。（
熊

豔
娥
「
花
開
異
域
─
淺
論
日
本
幕
府
末
期
詠
物
詞
」）

と
論
じ
ら
れ
る
な
ど
、
野
村
篁
園
は
中
國
の
研
究
者
か
ら
の
評
價
が
非
常
に
高
い
。

ま
た
日
下
部
延
香
に
關
し
て
も
、
夏
承
燾
氏
の
直
接
の
評
言
は
無
い
も
の
の
、
そ

の
他
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、

他
是
一
位
遁
世
超
塵
的
隱
逸
士
、
因
此
他
的
詞
恬
淡
淸
雅
。（
張
珍
懷
「《
日

本
三
家
詞
箋
注
》
前
言
」）

延
香
的
詠
物
詞
、
則
金
針
密
綉
、
樸
諧
沈
約
四
聲
、
托
旨
似
淡
殊
深
、
摛
辭

豔
而
不
靡
、
追
格
碧
山
、
繼
蹤
白
石
。（
彭
黎
明
「
讀
『
域
外
詞
選
』」）

延
香
學
識
淵
博
、
喜
歡
塡
詞
、
以
南
宋
姜
夔
、
張
炎
等
人
爲
學
習
對
象
、
勇

格
婉
約
、
追
求
空
靈
、
協
音
律
、
有
寄
托
。（
熊
豔
娥
「
花
開
異
域
─
淺
論
日

本
幕
府
末
期
詠
物
詞
」）

等
と
述
べ
ら
れ
、
特
に
そ
の
詞
の
「
恬
淡
淸
雅
」
な
勇
格
や
嚴
密
に
音
律
に
協
っ

（

）
１２

て
い
る
點
が
高
く
評
價
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
田
能
村
竹
田
に
つ
い
て
は
評
價
が
分
か
れ
て
い
る
。
竹
田
は
、
日
本
で

最
初
の
詞
譜
で
あ
る
『
塡
詞
圖
譜
』
二
卷
の
著
者
で
あ
り
、
す
べ
て
六
十
九
闋
の

作
品
を
殘
す
詞
人
で
も
あ
っ
た
。
神
田
喜
一
郞
博
士
は
、
竹
田
の
詞
學
に
お
け
る

功
績
や
佳
什
を
紹
介
さ
れ
た
後
に
「
わ
た
く
し
は
や
は
り
竹
田
を
以
て
わ
が
日
本

塡
詞
史
上
初
め
て
出
た
本
格
的
な
作
家
と
推
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
張
珍
懷
氏
は
、

其
《
秋
聲
館
集
》
有
詞
六
十
九
闋
、
斯
時
漢
詩
作
家
亦
兼
能
塡
詞
。
不
僅
能

作
小
令
、
也
能
依
譜
塡
長
調
。
惟
皆
在
學
歩
階
段
鮮
見
聲
情
幷
茂
之
佳
作
。

（
張
珍
懷
「《
日
本
三
家
詞
箋
注
》
前
言
」）

と
述
べ
、「
ま
だ
學
習
中
の
段
階
で
あ
り
、
音
聲
・
情
趣
と
も
に
す
ぐ
れ
た
佳
作

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
」
と
、
非
常
に
嚴
し
い
評
價
を
下
し
て
お
ら
れ
る
。
こ

の
嚴
し
い
評
價
の
背
景
に
は
、
夏
承
燾
氏
の
「
此
前
各
家
有
甚
幼
稚
可
笑
者
」
と

い
う
語
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
後
に
觸
れ
る
よ
う
に
、
夏
承
燾

選
、
張
珍
懷
・
胡
樹
淼
注
釋
『
域
外
詞
選
』
の
「
日
本
詞
」
で
は
、
江
戸
以
前
の

作
者
か
ら
は
、
日
下
部
延
香
と
野
村
篁
園
の
二
名
の
み
を
選
び
、
竹
田
や
そ
の
他

の
諸
家
に
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

逆
に
彭
黎
明
氏
は
、「
讀
『
域
外
詞
選
』」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
竹
田
の
詞

に
き
わ
め
て
高
い
評
價
を
與
え
て
い
る
。

在
神
韻
、
情
辭
和
意
境
上
、
接
近
花
閒
温
、
韋
和
兩
宋
晏
、
秦
、
可
見
竹
田

承
襲
婉
約
詞
勇
、
根
底
匪
淺
。（
中
略
）
不
僅
感
情
細
膩
、
而
且
結
構
緊
約
、

用
語
綿
密
沈
著
。
（
中
略
）
具
有
質
實
派
婉
約
詞
人
的
藝
術
特
色
。

竹
田
の
作
品
を
、『
花
閒
集
』
の
温
庭
筠
、
韋
莊
、
ま
た
宋
の
晏
殊
（
も
し
く
は
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晏
幾
道
）、
秦
觀
に
比
し
、
さ
ら
に
「
質
實
派
婉
約
詞
人
」
の
特
色
を
有
し
て
い
る

と
い
う
。
こ
の
「
質
實
派
婉
約
詞
人
」
と
は
、
南
宋
・
呉
文
英
を
代
表
と
す
る
一

派
を
指
し
て
い
よ
う
。
呉
文
英
は
、「
詞
家
之
正
宗
」
と
言
わ
れ
る
周
邦
彦
の
後

繼
者
と
目
さ
れ
、
後
世
の
詞
人
や
詞
評
家
に
重
ん
じ
ら
れ
た
。
竹
田
の
詞
を
、
そ

の
呉
文
英
の
特
色
を
有
し
て
い
る
と
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
彭
黎
明
氏
の
語
は
最

大
級
の
讚
辭
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彭
黎
明
・
羅
姍
選
注
『
日
本
詞

選
』
で
は
、
田
能
村
竹
田
の
詞
を
三
首
載
録
し
て
い
る
。

明
治
期
の
森
槐
南
、
高
野
竹
隱
に
つ
い
て
は
、
中
國
の
研
究
者
い
ず
れ
も
評
價

が
高
い
。
ま
ず
槐
南
に
關
し
て
は
、

日
人
爲
蘇
、
辛
派
詞
、
當
無
出
森
槐
南
右
者
。
而
其
穠
麗
綿
密
之
作
、
亦
不

在
晏
幾
道
、
秦
觀
之
下
。（
夏
承
燾
「
論
域
外
詞
絕
句
九
首
」）

其
詞
格
律
謹
嚴
、
聲
情
流
美
、
這
是
竹
隱
、
竹
溪
所
不
能
及
的
。（
張
珍
懷

「《
日
本
三
家
詞
箋
注
》
前
言
」）

槐
南
的
豪
放
勇
格
、
同
蘇
東
坡
、
辛
稼
軒
、
李
齊
賢
相
比
、
更
接
近
于
蘇
、

辛
。
但
槐
南
亦
不
乏
濃
豔
綿
密
之
作
。（
彭
黎
明
「
讀
『
域
外
詞
選
』」）

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
蘇
軾
や
辛
棄
疾
の
作
品
の
よ
う
な
豪
快
な
作
勇
に
す
ぐ
れ
、

ま
た
豔
麗
な
作
品
に
お
い
て
も
夏
承
燾
氏
は
「
亦
た
晏
幾
道
、
秦
觀
の
下
に
在
ら

ず
」
と
評
さ
れ
る
。
さ
ら
に
張
珍
懷
氏
は
格
律
の
謹
嚴
な
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
、

竹
隱
や
森
川
竹
溪
の
及
ぶ
あ
た
わ
ざ
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
竹
隱
に
つ

い
て
も
、

高
野
竹
隱
與
森
槐
南
齊
名
於
明
治
年
閒
之
詞
壇
。
竹
隱
早
年
詩
學
厲
鶚
（
樊

榭
）、
詞
境
亦
相
近
。（
夏
承
燾
「
論
域
外
詞
絕
句
九
首
」）

其
詞
淸
雋
幽
雅
、
也
頗
似
樊
榭
勇
格
。（
張
珍
懷
「
日
本
的
詞
學
」）

（

）
１３

（

）
１４

竹
隱
詞
之
本
色
、
乃
以
畫
眉
之
筆
寫
曠
達
之
情
、
孤
寂
而
淸
雅
。（
彭
黎
明

「
讀
『
域
外
詞
選
』」）

と
評
さ
れ
、
諸
家
い
ず
れ
も
そ
の
淸
雅
な
詞
勇
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。
た
だ
森

川
竹
溪
に
關
し
て
は
、
彭
黎
明
氏
が
竹
溪
と
竹
山
・
竹
垞
と
を
比
擬
し
て
、

竹
溪
詞
則
婉
雅
幽
靜
、（
中
略
）
所
以
他
的
詞
勇
還
是
接
近
兩
竹
（
蔣
竹

山
・
朱
竹
垞
）
的
。（
彭
黎
明
「
讀
『
域
外
詞
選
』」）

と
述
べ
、
そ
の
詞
勇
に
高
い
評
價
を
與
え
ら
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
張
珍
懷
氏

は
、

竹
溪
是
日
本
詞
史
上
作
品
最
多
的
一
家
。
唯
意
境
、
字
句
多
重
複
、
他
所
抒

寫
的
只
是
慨
嘆
自
己
家
族
的
衰
落
、
字
句
詞
藻
的
運
用
、
也
未
能
完
全
消
除

兩
國
語
言
岐
異
所
造
成
的
一
些
障
碍
。（
張
珍
懷
「
日
本
的
詞
學
」）

と
評
し
て
、
竹
溪
が
日
本
の
詞
史
に
お
い
て
最
多
の
作
品
を
殘
し
て
い
る
詞
人
で

あ
る
こ
と
を
特
記
す
る
も
の
の
、
意
境
や
字
句
に
重
複
が
多
く
、
ま
た
そ
の
詞
に

い
わ
ゆ
る
和
臭
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
槐
南
・
竹
隱
よ
り
も
低

く
評
價
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
張
氏
の
竹
溪
評
に
は
、
先
に
擧
げ
た

田
能
村
竹
田
に
對
す
る
評
價
と
同
じ
よ
う
に
、
夏
承
燾
氏
の
考
え
方
が
影
を
落
と

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
張
珍
懷
氏
は
後
に
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
を
上

梓
さ
れ
、
槐
南
詞
九
十
五
首
、
竹
隱
詞
八
十
六
首
と
竝
ん
で
竹
溪
詞
九
十
九
首
に

注
を
施
さ
れ
て
お
り
、
竹
溪
の
作
品
を
、
槐
南
・
竹
隱
よ
り
は
低
い
と
し
て
も
一

定
水
準
以
上
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三

選
注
本
三
種
に
つ
い
て

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
國
で
は
日
本
詞
の
選
注
本
が
三
種
出
版
さ
れ
て
い

（

）
１５

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て

四
四



る
。
日
本
に
お
い
て
日
本
詞
は
、
一
部
の
唐
宋
の
詞
選
や
日
本
漢
詩
の
選
譯
本
中

に
數
首
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
り
、
こ
れ
と
比
べ
る

と
中
國
で
の
日
本
詞
の
扱
い
は
格
段
に
上
囘
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
日
本
で
は
、

神
田
博
士
の
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』
を
繙
く
以
外
に
、
各
時
代
の
日
本
詞

を
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
閱
覽
す
る
こ
と
の
で
き
る
書
物
は
未
だ
存
在
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

中
國
の
選
注
本
三
種
、
す
な
わ
ち
『
域
外
詞
選
』、『
日
本
詞
選
』、『
日
本
三
家

詞
箋
注
』
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
編
者
が
詞
人
や
作
品
を
選
別
し
て
收
録
し
、

箋
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。『
域
外
詞
選
』
に
は
、
次
の
八
家
、
七
十
四
首
が
採

録
さ
れ
て
い
る
。

日
下
部
延
香
十
首

野
村
篁
園
十
五
首

山
本
鴛
梁
六
首

森
槐
南
二
十
一
首

高
野
竹
隱
八
首

德
山
樗
堂
一
首

北
條
鷗
所
七
首

森
川
竹
溪
六
首

『
域
外
詞
選
』
は
夏
承
燾
氏
の
選
に
か
か
る
書
物
で
あ
り
、
當
然
な
が
ら
そ
の

採
録
基
準
に
は
、
夏
承
燾
氏
の
日
本
詞
人
や
作
品
に
對
す
る
評
價
が
反
映
し
て
い

よ
う
。
夏
承
燾
氏
の
「
論
域
外
詞
絕
句
九
首
」
に
は
、
日
本
の
詞
人
と
し
て
嵯
峨

天
皇
、
野
村
篁
園
、
森
槐
南
、
高
野
竹
隱
の
四
名
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、『
域
外
詞

選
』
に
お
い
て
も
嵯
峨
天
皇
を
除
く
三
名
の
作
品
が
、
全
體
の
半
數
以
上
を
し
め

（

）
１６

る
四
十
四
首
收
録
さ
れ
て
い
て
、
篁
園
、
槐
南
、
竹
隱
に
對
す
る
評
價
の
高
さ
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
篁
園
の
十
五
首
に
次
ぐ
の
は
、
十
首
採
録
さ
れ
て
い

る
日
下
部
延
香
で
あ
る
。
先
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
日
下
部
延
香
に
つ
い
て
夏
承
燾

氏
は
直
接
の
評
言
を
殘
し
て
い
な
い
が
、『
域
外
詞
選
』
卷
頭
に
十
首
録
し
、
ま
た

特
に
設
樂
翠
巖
の
「
延
香
詞
序
」
を
も
附
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
南
宋

の
姜
白
石
に
も
比
せ
ら
れ
る
「
恬
淡
淸
雅
」
な
延
香
の
詞
勇
を
、
相
當
に
高
く
評

價
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
山
本
鴛
梁
と
北
條
鷗
所
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
六

首
、
七
首
と
、
竹
隱
の
八
首
に
次
ぐ
收
録
數
と
な
っ
て
い
る
點
も
興
味
深
い
。
鴛

梁
と
鷗
所
の
詞
に
つ
い
て
、
森
槐
南
は
「
淸
麗
可
愛
」「
淸
新
可
愛
」
と
評
し
て
お

り
、
夏
承
燾
氏
も
そ
の
淸
秀
美
麗
な
詞
勇
を
愛
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
彭
黎
明
・
羅
姍
選
注
『
日
本
詞
選
』
で
は
、
以
下
の
ご
と
く
網
羅
的
に
日

本
の
詞
人
と
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

嵯
峨
天
皇
二
首

有
智
子
内
親
王
二
首

滋
野
貞
主
二
首

兼
明
親
王
二
首

林
羅
山
一
首

林
春
齋
一
首

林
讀
耕
齋
一
首

林
梅
洞
一
首

林
鳳
岡
一
首

德
川
光
圀
二
首

祇
園
南
海
一
首

（

）
１７
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中
井
竹
山
一
首

細
合
半
齋
二
首

市
河
寬
齋
一
首

大
窪
詩
佛
二
首

磯
谷
滄
洲
一
首

村
瀨
栲
亭
三
首

菅
茶
山
四
首

賴
杏
坪
五
首

賴
山
陽
一
首

梁
川
星
巖
二
首

中
島
棕
隱
一
首

菊
舍
尼
二
首

吉
村
迂
齋
二
首

田
能
村
竹
田
三
首

河
野
鐵
兜
二
首

日
下
部
延
香
十
二
首

野
村
篁
園
十
七
首

友
野
霞
舟
八
首

薄
井
小
蓮
二
首

竹
添
井
井
一
首

長
三
洲
六
首

長
梅
外
二
首

辻
靑
浥
二
首

戸
田
靜
學
一
首

山
本
鴛
梁
七
首

北
條
鷗
所
七
首

德
山
樗
堂
二
首

森
槐
南
二
十
六
首

高
野
竹
隱
十
九
首

森
川
竹
溪
二
十
三
首

本
田
種
竹
二
首

田
邊
碧
堂
一
首

關
澤
霞
庵
三
首

奧
田
抱
生
二
首

金
井
秋
蘋
一
首

久
保
天
隨
一
首

鈴
木
豹
軒
一
首

永
井
禾
原
一
首

收
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
嵯
峨
天
皇
の
「
漁
歌
子
」
か
ら
始
ま
り
永
井
禾
原
の

「
水
龍
吟
」
ま
で
、
す
べ
て
四
十
九
家
、
百
九
十
五
首
で
あ
り
、
本
書
は
、
編
者

の
「
前
言
」
に
「
從
九
世
紀
初
葉
日
本
塡
詞
開
始
至
二
十
世
紀
初
中
葉
爲
止
、
其

閒
一
千
多
年
中
、
日
本
主
要
詞
人
的
代
表
作
均
選
入
。
所
選
詞
人
作
品
以
時
閒
先

後
爲
序
、
同
時
兼
顧
全
貌
、
除
重
點
選
取
著
名
詞
人
作
品
外
、
還
兼
收
那
些
不
甚

出
名
、
但
獨
具
特
色
的
詞
人
作
品
、
讀
者
可
以
從
中
窺
見
日
本
塡
詞
的
傳
統
、
發

展
和
成
就
」
と
言
う
よ
う
に
、
著
名
詞
人
か
ら
マ
イ
ナ
ー
な
詞
人
ま
で
廣
く
網
羅

し
て
、
日
本
詞
の
全
體
像
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
の
意
圖
を
有
し
て
い
た
。

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て

四
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『
日
本
詞
選
』
で
最
も
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
の
は
森
槐
南
二
十
六
首
で
、
こ

れ
は
、
先
述
の
『
域
外
詞
選
』
が
槐
南
詞
を
最
も
多
く
採
っ
て
い
る
の
と
等
し
い

が
、
第
二
位
が
森
川
竹
溪
の
二
十
三
首
で
あ
る
點
は
、『
域
外
詞
選
』
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
竹
溪
は
、『
域
外
詞
選
』
で
は
北
條
鷗
所
の
七
首
よ
り
下
位
の
第

六
位
で
あ
り
、
六
首
し
か
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
竹
溪
詞
の
收
録
數
の
違
い
は
、

先
に
觸
れ
た
よ
う
に
、『
日
本
詞
選
』
の
編
者
の
一
人
彭
黎
明
氏
と
、
夏
承
燾
氏
と

の
、
竹
溪
に
對
す
る
評
價
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。『
日
本
詞
選
』

「
前
言
」
は
「
森
川
竹
溪
詞
淸
婉
、（
中
略
）
追
歩
蔣
竹
山
、
朱
竹
垞
詞
格
調
。

竹
山
詞
追
昔
傷
今
、
竹
垞
詞
温
雅
芊
麗
、
竹
溪
詞
則
輕
淸
淡
雅
」、
ま
た
「
森
川
竹

溪
根
據
萬
樹
《
詞
律
》
編
成
《
詞
律
大
成
》
二
十
卷
、
其
中
增
補
《
大
曲
》
一
卷
、

比
萬
氏
所
著
更
爲
完
備
」
と
述
べ
る
な
ど
、
竹
溪
の
詞
と
詞
學
を
非
常
に
高
く
評

價
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
張
珍
懷
箋
注
、
黄
思
維
校
訂
、
施
議
對
審
訂
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
は
、

槐
南
、
竹
隱
、
竹
溪
の
詞
を
計
二
百
八
十
首
收
め
て
い
る
。

森
槐
南
九
十
五
首

高
野
竹
隱
八
十
六
首

森
川
竹
溪
九
十
九
首

以
上
の
選
注
本
三
種
は
、
本
章
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
は
類

書
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
日
本
詞
研
究
に
と
っ
て
き
わ
め
て
價
値
が
高
い
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
三
種
に
は
、
い
ず
れ
も
各
詞
に
箋
注
が
附
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
點
も
高
く
評
價
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
あ
え
て
、
三
種
の
選
注
本
の
問

題
點
を
二
點
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
一
點
は
、
選
詞
の
範
圍
に
つ
い
て
で
あ
る
。

詞
に
限
ら
ず
、
お
よ
そ
文
學
作
品
を
選
録
す
る
と
き
、
母
體
と
な
る
數
多
く
の

作
品
の
中
か
ら
、
編
者
の
基
準
に
從
っ
て
特
に
優
れ
た
作
品
や
重
要
な
作
品
を
選

び
出
す
、
と
い
う
の
が
基
本
的
な
作
業
と
な
る
。
選
録
の
母
體
で
あ
る
作
品
群
は
、

通
常
は
各
作
家
の
作
品
す
べ
て
で
あ
り
、
詞
人
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
詞
集
か

ら
、
あ
る
い
は
別
集
が
無
か
っ
た
り
内
容
が
不
足
す
る
場
合
は
、
諸
書
に
掲
載
の

作
品
を
輯
集
し
て
可
能
な
限
り
全
作
品
を
ま
と
め
上
げ
た
も
の
か
ら
得
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
作
品
の
す
べ
て
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
吟
味
し
、
基
準
を
超
え

た
も
の
が
選
録
の
對
象
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
作
業
を
經
る
こ
と
で
編
者
の
詞

人
・
作
品
の
評
價
や
見
識
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
し
母
體
が
す
べ

て
の
作
品
で
は
な
く
、
旣
に
何
者
か
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
後
の
作
品
群
で
あ
っ
た

場
合
、
す
な
わ
ち
編
者
の
基
準
と
は
別
の
評
價
基
準
で
選
ば
れ
た
作
品
群
が
前
段

階
に
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
編
者
が
作
品
を
取
捨
選
擇
し
た
と
い
う
場
合
、
そ

の
よ
う
な
選
本
は
編
者
の
識
見
を
的
確
に
示
せ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
選
集
と
し

て
不
完
全
で
あ
り
、
良
質
の
書
物
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

中
國
の
選
注
本
三
種
を
仔
細
に
見
る
と
、
選
詞
の
範
圍
が
神
田
喜
一
郞
博
士

『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』
の
紹
介
し
て
い
る
作
品
に
限
定
さ
れ
て
お
り

（『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
の
森
槐
南
を
除
き
）、
殘
念
な
が
ら
こ
の
弊
に
陷
っ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
各
詞
人
の
作
品
を
す
べ
て
檢
討
し
、
そ
こ
か
ら
選
録

す
る
と
い
う
選
び
方
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
れ
は
、
中
國
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
日
本
詩
人
の
別
集
や
總
集
を
見

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
據
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
特
に
選
注
本
三
種
が
重
點
を
置
い
て
い
る
明
治
以
降
の
詞
に
つ
い
て
は
、

『
鷗
延
新
誌
』
や
『
隨
鷗
集
』
な
ど
の
雜
誌
に
發
表
さ
れ
た
作
品
が
多
く
、
日
本
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で
も
稀
覯
の
こ
れ
ら
の
雜
誌
を
中
國
に
お
い
て
檢
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
日
本
詞
を
最
も
多
く
ま
た
體
系
的

に
集
め
た
書
物
は
神
田
博
士
の
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』
で
あ
る
以
上
、
こ

れ
を
い
わ
ば
底
本
と
し
て
日
本
詞
を
選
録
す
る
の
も
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
問
題
は
、『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』
の
研
究
水
準
や
輯
詞
の
範

圍
を
未
だ
に
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
日
本
の
研
究
状
況
に
あ
る
。
冒
頭
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
漢
文
學
の
中
で
も
特
に
詞
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
も
研
究

成
果
も
と
も
に
少
な
い
と
い
う
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。

だ
が
研
究
者
や
成
果
を
今
後
增
加
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
主
要
な
詩
人
の
詩

文
集
を
影
印
ま
た
は
翻
刻
出
版
し
た
り
、
諸
書
に
發
表
さ
れ
た
作
品
を
輯
佚
す
る

な
ど
、
研
究
の
基
礎
と
な
る
文
獻
整
理
の
作
業
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
信
賴
で
き
る
テ
キ
ス
ト
を
容
易
に
入
手
で
き
る
と
い
う
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、
日
本
・
中
國
雙
方
の
研
究
者
に
よ
る
更
な
る
研
究
の
進
展
を
望
む

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
文
獻
整
理
の
仕
事
は
、
日
本
に
住
む
研
究
者
が
ま
ず
取

り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

選
注
本
の
問
題
點
の
二
つ
目
は
、
施
さ
れ
て
い
る
注
や
説
明
に
少
な
か
ら
ず
不

充
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
點
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
日
本
詞
選
』
で
は
、
久
保
天
隨
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て

い
る
。久

保
天
隨
、
一
八
七
五
年
生
、
卒
年
不
詳
。
名
得
二
、
號
秋
碧
吟
廬
主
人
、

信
濃
高
遠
人
。（
後
略
）

こ
の
説
明
に
據
れ
ば
、
久
保
天
隨
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
生
ま
れ
、
卒

年
は
不
詳
で
あ
る
と
い
う
。
だ
が
天
隨
の
悴
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
六
月

發
刊
の
『
隨
鷗
集
』
第
三
五
六
號
「
忘
機
餘
話
」
に
「
遂
に
六
月
一
日
午
前
十
一

時
五
十
分
を
以
て
臺
北
市
昭
和
町
の
寓
邸
に
長
逝
せ
ら
る
」（
佐
藤
小
石
記
）
と

傳
え
ら
れ
て
遺
影
が
飾
ら
れ
、
續
く
第
三
五
七
號
に
葬
儀
の
寫
眞
が
掲
載
さ
れ
る

な
ど
の
ご
と
く
、
一
九
三
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
天
隨
の
令
息
・
久
保
舜
一
氏
は

天
隨
の
悴
に
つ
い
て
「
昭
和
九
年
六
月
一
日
、
腦
溢
血
に
よ
っ
て
臺
北
市
の
自
宅

で
沒
し
た
。
滿
六
十
歳
に
二
か
月
ほ
ど
足
り
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
（
久
保
舜
一
「
久
保
天
隨
」、『
明
治
文
學
全
集
』
第
四
十
一
卷
『
鹽
井
雨

江

武
島
羽
衣

大
町
桂
月

久
保
天
隨

笹
川
臨
勇

樋
口
龍
峽
集
』
所
收
、

筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
）。『
鹽
井
雨
江

武
島
羽
衣

大
町
桂
月

久
保
天
隨

笹
川
臨
勇

樋
口
龍
峽
集
』
に
は
、
久
保
天
隨
の
詳
細
な
年
譜
も
附
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
生
涯
を
概
觀
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
隨
鷗
集
』
の
閱
覽
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
一
九
八
五
年
刊
行
の
『
日
本

詞
選
』
で
あ
れ
ば
、
一
九
七
一
年
刊
の
『
明
治
文
學
全
集
』
第
四
十
一
卷
は
見
る

こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
卒
年
不
詳
」
と
記
す
の
は
草

率
の
そ
し
り
を
免
れ
ま
い
。『
日
本
詞
選
』
が
「
卒
年
不
詳
」
と
し
た
の
は
、
實
は

『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』
に
天
隨
の
卒
年
に
關
す
る
記
述
が
無
い
か
ら
で
あ

る
。
神
田
博
士
は
も
ち
ろ
ん
天
隨
の
沒
年
を
御
存
知
で
あ
っ
た
が
、
自
明
の
こ
と

と
し
て
書
中
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
面
的
に
『
日
本
に
お
け

る
中
國
文
學
』
に
依
據
し
た
が
た
め
に
説
明
を
誤
っ
て
い
る
例
と
し
て
、
永
井
禾

原
に
對
す
る
解
説
も
引
い
て
お
こ
う
。

永
井
禾
原
、
明
治
時
代
後
期
詩
人
、
生
卒
年
不
詳
。
有
《
來
靑
閣
集
》。

『
日
本
詞
選
』
は
永
井
禾
原
を
「
明
治
時
代
後
期
詩
人
」
と
し
、
ま
た
生
卒
年
を

不
詳
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
永
井
禾
原
が
、
嘉
永
五
年
八
月
二
日
に
生
ま
れ
、

（

）
１８

（

）
１９

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て
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森
春
濤
・
大
沼
枕
山
・
鷲
津
毅
堂
の
門
に
學
ん
で
高
級
官
僚
か
ら
後
に
日
本
郵
船

の
上
海
支
店
長
な
ど
を
歴
任
し
、
大
正
二
年
一
月
二
日
に
沒
し
た
こ
と
な
ど
は
、

多
く
の
日
本
文
學
辭
典
や
人
名
辭
典
等
に
お
い
て
簡
單
に
檢
す
る
こ
と
が
で
き
る

事
柄
で
あ
ろ
う
。
神
田
博
士
は
こ
れ
ら
を
旣
知
の
こ
と
と
し
て
、
多
く
の
説
明
を

加
え
て
お
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
『
日
本
詞
選
』
が
禾
原
を
「
明
治
時
代
後

期
詩
人
」
と
説
い
て
い
る
の
は
、
載
録
し
た
「
水
龍
吟
（
奉
答
喀
喇
沁
王
、
卽
用

其
原
韻
）」
詞
が
明
治
四
十
四
年
七
月
發
行
の
『
隨
鷗
集
』
第
八
十
編
所
收
の
作
品

で
あ
り
、『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』
の
終
章
近
く
に
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
件
、『
日
本
詞
選
』
に
お
け
る
注
の
不
備
に
つ
い
て
指
摘
し
て

お
き
た
い
。『
日
本
詞
選
』
に
は
、
本
田
種
竹
の
作
品
と
し
て
「
大
江
東
去
（
鴻
臺

懷
古
）」
詞
と
「
孤
鸞
（
弔
手
胡
奈
墓
）」
詞
の
二
首
を
録
し
て
い
る
。
こ
の
二
詞

の
序
文
に
見
え
る
語
「
鴻
臺
」「
手
胡
奈
」
に
つ
い
て
、『
日
本
詞
選
』
で
は
全
く

注
を
附
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
鴻
臺
」
と
は
、
現
在
の
千
葉
縣
市
川
市
に
あ
る
「
國
府
臺
城
」
の
こ
と
で
、
太

こ
う
の
だ
い
じ
ょ
う

田
道
灌
が
築
城
し
、
後
に
里
見
氏
が
城
主
と
な
っ
た
。
戰
國
時
代
の
里
見
氏
と
北

條
氏
と
の
鴻
臺
合
戰
の
舞
臺
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
大
江
東
去
」
詞
の
後

闋
第
六
、
七
、
八
句
に
「
百
雉
金
湯
、
一
朝
荊
棘
、
不
聽
嵐
山
曲
」
と
あ
り
、「
里

見
氏
所
愛
笙
名
曰
嵐
山
」
と
の
種
竹
の
自
注
が
附
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
自
注
は

『
日
本
詞
選
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
鴻
臺
」
と
い
う
語
の
歴
史
的

背
景
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
自
注
が
ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
の
か
全
く
理
解
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
手
胡
奈
」
は
、
手
兒
奈
、
手
兒
名
な
ど
と
も
書
く
、
傳
説
上
の
美
女
の

（

）
２０

名
で
あ
る
。
下
總
國
の
眞
閒
（
現
在
の
千
葉
縣
市
川
市
）
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
、

絕
世
の
美
女
で
あ
る
が
た
め
に
多
く
の
男
た
ち
が
彼
女
を
巡
っ
て
爭
い
を
起
こ
し
、

そ
れ
を
苦
に
し
て
入
水
し
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
萬
葉
集
に
は
、
手
胡
奈
を
詠

ん
だ
高
橋
蟲
麻
呂
や
山
部
赤
人
の
歌
が
見
え
る
。
そ
の
墓
迹
は
現
在
の
手
兒
奈
靈

堂
に
有
り
、
近
接
す
る
龜
井
院
に
は
手
胡
奈
が
水
を
汲
ん
だ
と
い
う
井
戸
も
殘
さ

れ
て
い
る
。「
孤
鸞
」
詞
の
前
闋
第
四
、
五
句
に
「
茅
屋
牽
蘿
、
汲
井
一
甁
春
曉
」

と
う
た
う
の
は
、
こ
の
井
戸
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詞
は
冒
頭
で
「
竹

邊
門
小
、
憶
幽
谷
佳
人
、
天
寒
心
悄
」
と
詠
じ
お
こ
し
て
薄
命
の
佳
人
を
描
い
て

お
り
、
手
胡
奈
の
傳
説
を
知
ら
な
く
て
も
詞
と
し
て
鑑
賞
は
可
能
で
あ
る
が
、
手

胡
奈
に
關
す
る
注
が
あ
っ
た
方
が
良
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
「
鴻
臺
」
や
「
手
胡
奈
」
は
、
明
治
大
正
期
の
知
識
人
な
ら
ば
誰
で
も
知

っ
て
い
た
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
神
田
博
士
も
特
に
説
明
を
加
え
て
お
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
『
日
本
詞
選
』
で
は
そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
注
を
附
さ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
注
の
不
備
は
、『
域
外
詞
選
』
や
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
に
お
い
て

も
散
見
し
て
い
る
。
一
點
だ
け
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
に
お
け
る
例
を
擧
げ
て
お

く
。森

川
竹
溪
の
「
水
調
歌
頭
」
詞
は
、
下
記
の
よ
う
に
美
濃
地
方
の
洪
水
を
描
い

た
詞
で
あ
る
。

水
調
歌
頭

森
川
竹
溪

八
月
二
十
三
日
、
濃
州
大
水
、
憶
前
年
西
遊
、
此
日
正
在
岐
阜
、
慘
然

歌
商
調
一
曲

水
浸
美
濃
國
、
聞
説
使
人
驚
。
金
華
山
動
、
黄
流
混
混
與
天
平
。
失
卻
千
村

四
九

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號



萬
落
、
泛
盡
兒
童
老
弱
、
生
悴
不
分
明
。
一
半
葬
魚
腹
、
誰
肯
弔
其
靈
。

果
何
罪
、
仰
天
哭
、
甚
無
情
。
囘
頭
歴
歴
、
去
年
此
日
記
曾
經
。
三
十
六
灣

秋
冷
、
十
八
樓
頭
夜
靜
、
烏
鬼
獲
魚
鳴
。
想
見
無
人
地
、
一
片
月
光
靑
。

前
闋
か
ら
換
頭
に
か
け
て
、
洪
水
の
被
害
の
大
き
さ
と
悲
慘
さ
を
描
き
、
去
年

の
同
日
の
平
和
な
情
景
と
對
比
し
て
の
感
慨
で
結
ん
で
い
る
。
そ
の
後
闋
第
六
、

七
句
「
三
十
六
灣
秋
冷
、
十
八
樓
頭
夜
靜
」
は
、
明
ら
か
に
長
良
川
を
詠
じ
た
森

春
濤
の
「
岐
阜
竹
枝
」
詩
（「
環
郭
皆
山
紫
翠
堆
、
夕
陽
人
倚
好
樓
臺
。
香
魚
欲
上

桃
花
落
、
三
十
六
灣
春
水
來
」）
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
り
、
春
と
秋
と
季
節
は
異

な
っ
て
も
、
長
良
川
の
の
ど
か
な
光
景
を
描
寫
す
る
の
に
效
果
的
な
典
故
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
よ
う
。
だ
が
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
で
は
、
こ
の
春
濤
「
岐
阜
竹

枝
」
詩
に
つ
い
て
の
注
が
附
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

實
は
、
春
濤
の
「
岐
阜
竹
枝
」
詩
は
、
こ
の
「
水
調
歌
頭
」
よ
り
以
前
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
滿
江
紅
」
詞
の
注
に
は
引
か
れ
て
い
る
。「
滿
江
紅
」
詞
は
、
春
濤

の
悴
に
際
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
闋
末
四
句
に
「
春
水
香
魚
休
再
唱
、

桃
花
亂
落
紅
飄
瞥
。
料
明
年
・
三
十
六
灣
頭
、
鵑
啼
血
」
と
あ
り
、
明
白
に
「
岐

阜
竹
枝
」
詩
に
ま
つ
わ
る
句
を
用
い
て
い
て
、「
岐
阜
竹
枝
」
詩
を
引
く
の
が
最
も

適
切
な
注
釋
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
の
注
釋
者
は
、
こ
こ

で
旣
に
「
岐
阜
竹
枝
」
詩
を
擧
げ
て
い
る
の
で
、
後
に
登
場
す
る
「
水
調
歌
頭
」

で
は
そ
の
詩
に
言
及
す
る
こ
と
を
割
愛
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
や
は

り
「
水
調
歌
頭
」
詞
に
お
い
て
も
「
岐
阜
竹
枝
」
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
事
實
を
指

摘
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
水
調
歌
頭
」
詞
の
後
闋
第
八
句
に
「
烏
鬼
獲
魚
鳴
」
と
あ
り
、『
日
本
三

家
詞
箋
注
』
は
こ
の
部
分
に
本
詞
唯
一
の
注
を
附
し
て
、

烏
鬼：

《
夔
州
圖
經
》
云
、
夔
峽
中
人
以
鸕
鷀
捕
魚
。
謂
之
「
烏
鬼
」。
杜
甫

詩
、「
家
家
養
烏
鬼
、
頓
頓
食
黄
魚
」。
另
一
種
説
法
、
唐
代
勇
俗
有
祭
祀

「
烏
鬼
」
者
。
元
稹
詩
、「
病
賽
烏
稱
鬼
」。
自
注
、「
南
人
染
病
、
競
賽
烏

鬼
」。
按
、
此
詞
是
説
鸕
鷀
捕
魚
亦
兼
有
陰
森
如
鬼
之
喩
。

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
烏
鬼
」
に
は
「
鸕
鷀
」
つ
ま
り
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の

「
鵜
」
と
、
南
方
の
鬼
神
の
名
と
い
う
二
つ
の
意
が
あ
り
、
こ
の
詞
で
は
そ
の
兩

方
の
意
を
兼
ね
て
表
現
し
て
い
る
と
注
す
る
の
で
あ
る
。

「
烏
鬼
」
が
「
鸕
鷀
」
つ
ま
り
「
鵜
」
で
あ
る
と
い
う
注
は
有
用
で
あ
り
、
一
般

の
日
本
人
な
ら
ば
長
良
川
で
「
鵜
」
と
く
れ
ば
、
す
ぐ
に
鵜
飼
い
の
こ
と
を
思
い

浮
か
べ
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
詩
詞
に
は
こ
の
よ
う
な
日
本
の
勇
俗
が
詠
み
こ
ま

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
こ
の
點
に
つ
い
て
も
注
が
必
要
で
あ
る
。「
烏
鬼

獲
魚
鳴
」
と
い
う
句
は
、
長
良
川
の
鵜
飼
い
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
岐
阜

竹
枝
」
詩
を
踏
ま
え
た
「
三
十
六
灣
秋
冷
、
十
八
樓
頭
夜
靜
」
に
續
け
る
こ
と
で
、

洪
水
が
起
こ
る
一
年
前
の
平
和
な
川
面
の
景
色
を
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
烏
鬼
」
注
の
後
半
部
分
は
不
要
で
あ
り
、「
兼
有
陰
森
如
鬼
之
喩
」
と
い
う
の
は

誤
讀
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
、
選
注
本
と
そ
の
問
題
點
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
多
少
の
問
題
點
が
あ
る
と
し
て
も
そ
の
價
値
は
日
本
詞
研
究
に
と
っ
て
き
わ

め
て
高
い
。
こ
こ
で
指
摘
し
た
二
つ
の
問
題
點
は
、
實
は
日
本
に
お
け
る
日
本
詞

研
究
が
未
だ
十
分
で
は
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
問
題
點
で
あ
り
、
信
賴
で
き
る
テ

キ
ス
ト
の
校
刊
や
、
各
詞
に
適
切
な
注
を
加
え
て
正
確
な
讀
解
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
、
我
々
日
本
人
研
究
者
に
課
せ
ら
れ
る
べ
き
喫
緊
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て

五
〇



お
わ
り
に

靑
山
宏
氏
は
、
程
郁
綴
・
高
野
雪
譯
『
日
本
塡
詞
史
話
』
の
「
序
」
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

要
了
解
日
本
的
詞
、
本
書
以
外
別
無
它
書
、
而
且
大
概
今
後
也
很
難
出
現
能

够
超
過
這
本
書
的
著
作
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
小
稿
で
も
繰
り
返
し
記
し
て
き
た
よ
う

に
、
現
在
の
と
こ
ろ
神
田
博
士
の
著
書
が
日
本
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
の
唯
一
の

書
物
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
超
え
る
仕
事
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
日
本
の
詞
學
研
究
者
と
し
て
、
日
本
の
詞
人
に
關
心
を
寄

せ
、
そ
の
作
品
や
詞
學
を
正
當
に
評
價
し
て
い
く
こ
と
は
必
ず
爲
さ
ね
ば
な
ら
な

い
重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
思
う
。

二
〇
〇
七
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
譚
雯
『
日
本
詩
話
的
中
國
情
結
』（
中
國
社

會
科
學
出
版
社
）
の
蔡
鎭
楚
氏
序
文
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

然
而
、
對
于
日
本
歴
代
詩
話
整
理
、
出
版
和
研
究
、
現
代
日
本
人
幷
沒
有
表

現
出
應
有
的
學
術
熱
情
。
現
代
化
的
日
本
民
族
受
西
方
文
化
之
影
響
、
已
經

不
太
尊
重
本
民
族
的
文
化
傳
統
、
也
許
日
本
人
幷
不
把
日
本
詩
話
當
作
自
己

的
文
化
傳
統
和
寶
貴
財
富
。（
中
略
）
令
人
遺
憾
的
是
、
在
詩
話
文
獻
資
料

之
整
理
、
出
版
和
研
究
方
面
、
日
本
遠
不
及
中
國
和
韓
國
。

蔡
氏
は
日
本
の
詩
話
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
殘

念
な
こ
と
な
が
ら
、
日
本
詞
や
さ
ら
に
は
日
本
漢
文
學
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
も

同
じ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
昨
今
の
漢
文
輕
視
の
勇
潮
に
よ
り
、
日

本
人
は
益
々
自
己
の
文
化
的
傳
統
や
貴
重
な
遺
産
を
顧
み
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

日
本
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
な
か
で
、
中
國
の
複
數
の
研
究
者
や
、
特
に

近
年
は
若
い
研
究
者
が
、
日
本
の
漢
學
や
詞
に
關
心
を
寄
せ
て
論
文
や
著
書
を
發

表
し
て
い
る
こ
と
に
、
筆
者
は
大
き
な
感
動
を
覺
え
る
。
そ
れ
は
、
夏
承
燾
氏
が

一
九
五
七
年
二
月
二
十
六
日
の
日
記
の
な
か
で
淸
水
茂
氏
の
書
評
に
觸
れ
、「
淸

水
君
讀
予
書
甚
仔
細
、
竝
以
詞
學
季
刊
所
登
予
譜
校
閱
、
所
論
皆
甚
中
肯
、
讚
美

亦
無
溢
辭
、
日
人
治
學
謹
嚴
可
見
。
當
此
國
運
迍
邅
之
日
、
尚
有
人
沈
研
學
術
、

孜
孜
如
此
、
亦
令
人
感
奮
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る
の
と
、
僭
越
な
が
ら
同
じ
よ
う

な
氣
持
ち
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
中
國
の
研
究
者
に
よ
る
眞
摯
な
日
本
漢
學

研
究
は
、
そ
れ
を
讀
む
日
本
人
研
究
者
を
大
い
に
「
感
奮
」
さ
せ
て
く
れ
る
の
で

あ
る
。

日
本
漢
文
學
の
研
究
に
は
、
未
開
拓
の
分
野
が
多
く
あ
り
、
特
に
日
本
詞
や
詞

學
に
關
す
る
研
究
は
、
ま
だ
緖
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
日
中
兩
國
の
研
究
者

が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
今
後
、
着
實
に
成
果
を
擧
げ
て
い
く
こ
と
を
切
に
期
待

し
た
い
。

注（
１
）「
天
勇
閣
學
詞
日
記
」
は
、
當
初
「
詞
學
」
第
一
～
八
輯
と
第
十
輯
に
連
載
さ
れ

（
一
九
三
一
年
、
一
九
三
九
年
及
び
一
九
四
〇
年
分
）、
後
に
增
補
さ
れ
て
浙
江

古
籍
出
版
社
か
ら
、
一
九
二
八
年
よ
り
一
九
三
七
年
ま
で
の
十
年
を
第
一
册
（
一

九
八
四
年
刊
）、
一
九
三
八
年
よ
り
一
九
四
七
年
ま
で
の
十
年
を
第
二
册
（
一
九

九
二
年
刊
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。『
夏
承
燾
集
』
第
五
～
七
册
所
收
の
「
天
勇
閣

學
詞
日
記
」
で
は
更
に
增
補
さ
れ
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
の
日
記

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
鹽
谷
温
『
中
國
文
學
概
論
講
話
』
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
大
日
本
雄

辯
會
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
張
中
良
『
五
四
時
期
的
翻
譯
文
學
』（
大
陸
學
者

五
一

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號



叢
書
七
、
秀
威
資
訊
科
技
、
二
〇
〇
五
）
に
據
れ
ば
、
そ
の
中
國
語
譯
に
は
、
孫

俍
工
譯
『
中
國
文
學
概
論
講
話
』（
開
明
書
店
、
一
九
二
四
）
と
陳
彬
禾
譯
『
中
國

文
學
概
論
』（
北
平
樸
社
、
一
九
二
六
）
の
二
種
が
あ
り
、
夏
承
燾
氏
は
そ
の
い
ず

れ
か
を
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
今
關
天
彭
『
淸
代
及
現
代
の
詩
餘
駢
文
界
』
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
、

今
關
研
究
室
刊
。
な
お
本
書
は
後
に
今
關
天
彭
著
『
近
代
支
那
の
學
藝
』（
民
友

社
、
一
九
三
一
）
に
載
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
岡
田
元
規
之
唐
宋
八
大
家
醫
傳
」

は
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
刊
の
岡
田
元
矩
『
唐
宋
八
大
家
醫
傳
』（
東

京
・
成
倉
屋
久
兵
衞
）
を
言
い
、「
足
立
喜
六
著
長
安
史
蹟
考
（
商
務
版
）」
は
、

足
立
喜
六
『
長
安
史
蹟
の
研
究
』（
東
洋
文
庫
論
叢
第
二
十
一
・
二
十
二
、
東
洋
文

庫
、
一
九
三
三
）
を
楊
錬
氏
が
中
國
語
譯
し
た
『
長
安
史
蹟
考
』（
商
務
印
書
館
、

一
九
三
五
）
を
指
し
て
い
る
。

（
４
）「
東
方
學
報
」
所
收
の
「
漢
書
補
注
」
と
は
、
狩
野
直
喜
氏
「
漢
書
補
注
補
」

（「
東
方
學
報
」
第
九
册
～
第
十
二
册
所
收
、
一
九
三
八
～
四
一
）
を
、「
補
宋
代

皇
城
司
考
」
は
佐
伯
富
氏
「
宋
代
の
皇
城
司
に
就
い
て
」（「
東
方
學
報
」
第
九
册

所
收
、
一
九
三
八
）
を
指
す
。
ま
た
『
尚
書
正
義
』
は
東
方
文
化
研
究
所
經
學
文

學
研
究
室
編
。
東
方
文
化
研
究
所
よ
り
一
九
三
九
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
八
册

が
刊
行
さ
れ
た
。

（
５
）
中
田
勇
次
郞
先
生
の
「
姜
夔
」（『
靑
木
正
兒
博
士
還
暦
記
念
中
華
六
十
名
家
言

行
録
』
所
收
、
弘
文
堂
、
一
九
四
八
）、
お
よ
び
「
姜
白
石
の
梅
の
詞
に
つ
い
て
」

（「
東
光
」
第
三
號
所
收
、
一
九
四
八
）
の
こ
と
。
兩
篇
と
も
に
『
讀
詞
叢
考
』

（
創
文
社
、
一
九
九
八
）
に
載
録
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
淸
水
茂
氏
の
書
評
「
夏
承
燾
『
唐
宋
詞
人
年
譜
』」（「
中
國
文
學
報
」
第
五
册
所

收
、
一
九
五
六
）。
淸
水
茂
氏
『
中
國
詩
文
論
藪
』（
創
文
社
、
一
九
八
九
）
に
も

收
録
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
一
九
八
四
年
の
「
夏
承
燾
敎
授
從
事
學
術
與
敎
育
工
作
六
十
五
周
年
慶
祝
會
」

の
際
に
寄
せ
ら
れ
淸
水
茂
氏
の
賀
詩
に
「
彊
村
贊
許
品
詞
初
、
群
籍
搜
求
宛
委
墟
。

老
訂
古
今
厘
別
字
、
甄
綜
中
外
顯
奇
書
。
遺
珠
曾
獻
西
湖
畔
、
高
敎
屢
蒙
東
海
廬
。

久
感
忘
年
交
誼
厚
、
耑
祈
壯
健
枉
籃
輿
」（
呉
無
聞
編
『
夏
承
燾
敎
授
紀
念
集
』
所

收
、
中
國
文
聯
出
版
公
司
、
一
九
八
八
）
と
あ
る
。

（
８
）
平
岡
武
夫
氏
の
「
唐
長
安
城
の
遺
蹟
調
査
と
夏
承
燾
氏
の
曲
江
池
考
に
つ
い

て
」
は
「
東
方
學
報
」
第
二
十
九
册
所
收
（
一
九
五
九
）。
同
論
文
に
據
る
と
、
一

九
五
八
年
十
月
、
平
岡
氏
の
も
と
に
夏
承
燾
氏
よ
り
私
信
と
そ
の
「
唐
代
長
安
曲

江
池
小
考
」
が
屆
け
ら
れ
た
と
い
う
。
林
謙
三
氏
の
「
尺
八
新
考
」
は
「
大
和
文

化
研
究
」
第
五
卷
十
一
號
通
卷
第
三
十
一
號
所
收
（
一
九
六
〇
）、「
博
雅
笛
譜
考
」

は
「
奈
良
學
藝
大
學
紀
要
人
文
社
會
科
學
」
第
十
九
卷
一
號
所
收
（
一
九
六
〇
）、

「
伎
樂
曲
の
研
究
」
は
「
南
都
佛
敎
」
第
八
號
所
收
（
一
九
六
〇
）
で
あ
る
。「
博

雅
笛
譜
考
」
と
「
伎
樂
曲
の
研
究
」
は
、
後
に
林
氏
の
論
文
集
『
雅
樂
─
古
樂
譜

の
解
讀
─
』（
東
洋
音
樂
學
會
編
、
音
樂
之
友
社
、
一
九
六
九
）
に
も
收
録
さ
れ
た
。

な
お
「
郭
沫
若
譯
其
隋
唐
燕
樂
考
」
と
い
う
の
は
、
郭
沫
若
譯
『
隋
唐
燕
樂
調
研

究
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
）
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
入
矢
義
高
氏
の
書
評

「
鄧
之
誠
氏
の
『
東
京
延
華
録
注
』」
は
、「
書
報
」
第
二
卷
六
號
（
極
東
書
店
、

一
九
五
九
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）「
菩
薩
蠻
、
謝
神
田
喜
一
郞
敎
授
寄
贈
《
日
本
塡
詞
史
話
》、
一
九
六
五
年
夏
作
」

と
し
て
、『
夏
承
燾
詞
集
』
卷
五
（
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
）
に
收
め
ら
れ

て
い
る
。
詞
に
「
偏
師
一
戰
歸
成
霸
、
朗
吟
人
亦
從
天
下
。
槐
竹
各
干
雲
、
後
身

應
是
君
。
詞
流
攜
屐
地
、
囘
首
今
何
世
。
萬
幟
展
東
勇
、
蓬
萊
怒
海
中
。」
と
い
う
。

（

）「
四
聲
繹
説
」
は
夏
承
燾
氏
の
論
文
。
夏
承
燾
氏
『
月
輪
山
詞
論
集
』（
中
華
書

１０
局
、
一
九
七
九
）
に
收
録
さ
れ
て
お
り
、
同
書
に
は
「
一
九
四
一
年
六
月
初
稿
、

一
九
六
三
年
一
月
改
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
四
聲
繹
説
」
の
初
出
誌
に
つ
い

て
は
、
杜
海
華
編
『
二
十
世
紀
全
國
報
刊
詞
學
論
文
索
引
』（
北
京
圖
書
館
出
版
社
、

二
〇
〇
七
）
を
檢
し
た
が
、
不
明
で
あ
る
。

（

）
こ
こ
で
挽
詩
を
代
作
し
た
と
い
う
大
倉
喜
七
郞
氏
は
、
大
倉
財
閥
の
二
代
目
で
、

１１
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
・
大
倉
文
化
財
團
の
創
始
者
で
も
あ
る
。

（

）
以
下
「《
日
本
三
家
詞
箋
注
》
前
言
」
は
、「
文
獻
」
第
十
五
號
（
一
九
八
三
）

１２
所
收
の
文
に
據
る
。「
文
獻
」
所
收
の
「
前
言
」
と
二
〇
〇
三
年
一
月
に
澳
門
よ
り

發
行
さ
れ
た
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
所
收
の
そ
れ
と
は
、
文
字
に
若
干
の
異
同
が

あ
る
。

（

）
張
炎
の
『
詞
源
』（
卷
下
「
淸
空
」）
に
「
詞
要
淸
空
、
不
要
質
實
。
淸
空
則
古

１３
雅
峭
拔
、
質
實
則
凝
澁
晦
昧
。
姜
白
石
詞
如
野
雲
孤
飛
、
去
留
無
迹
。
呉
延
窗
詞

中
國
に
お
け
る
日
本
詞
研
究
に
つ
い
て

五
二



如
七
寶
樓
臺
、
眩
人
眼
目
、
碎
拆
下
來
、
不
成
片
段
。
此
淸
空
質
實
之
説
」
と
あ

り
、
姜
夔
を
「
淸
空
」、
呉
文
英
を
「
質
實
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

（

）
村
上
哲
見
氏
『
宋
詞
研
究
─
南
宋
篇
─
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
）
第
四
章
「
呉

１４
延
窗
詞
論
」
第
五
節
「
周
邦
彦
と
延
窗
」
參
照
。

（

）
夏
承
燾
氏
は
「
論
域
外
詞
絕
句
九
首
」
に
お
い
て
、
槐
南
、
竹
隱
に
各
一
首
を

１５
さ
き
、
さ
ら
に
槐
南
、
竹
隱
兩
家
を
詠
ず
る
詩
を
一
首
録
し
て
い
る
が
、
竹
溪
に

つ
い
て
は
何
も
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
槐
南
、
竹
隱
を
稱
揚
す
る
一

方
で
、
竹
溪
に
關
し
て
は
、
こ
の
二
家
ほ
ど
に
は
評
價
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

（

）『
域
外
詞
選
』
は
、「
日
本
詞
」
だ
け
で
は
な
く
「
朝
鮮
詞
」（
李
齊
賢
詞
五
十
三

１６
首
）「
越
南
詞
」（
白
毫
子
詞
十
四
首
）
お
よ
び
波
斯
出
身
の
五
代
・
李
珣
の
詞
五

十
四
首
を
收
め
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』
は
、
明
治
の
森
槐
南
・
高

野
竹
隱
・
森
川
竹
溪
の
三
家
に
對
象
を
絞
っ
た
選
注
本
で
あ
る
。

（

）
神
田
博
士
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』
に
據
れ
ば
、
森
槐
南
は
巖
谷
一
六

１７
「
題
鴛
梁
居
士
塡
詞
圖
」
詩
の
評
語
に
「
鴛
梁
塡
詞
、
小
令
瓣
香
南
唐
、
淸
麗
可

愛
。
中
調
大
調
、
兼
擅
玉
田
碧
山
之
長
。
於
作
家
寥
寥
中
、
獨
能
含
商
嚼
徴
、
唱

出
金
石
之
聲
。
可
謂
二
百
年
來
絕
無
而
僅
有
者
」
と
記
し
、
ま
た
北
條
鷗
所
の

「
醉
落
魄
」
詞
に
「
詩
語
入
詞
、
淸
新
可
愛
。（
後
略
）」
と
の
評
を
附
し
て
い
る
。

（

）
遺
影
及
び
葬
儀
の
寫
眞
は
、
森
岡
ゆ
か
り
著
『
近
代
漢
詩
の
ア
ジ
ア
と
の
邂
逅
』

１８
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
）
の
第
Ⅰ
部
第
六
章
に
轉
載
さ
れ
て
い
る
。

（

）
天
隨
の
沒
し
た
日
に
つ
い
て
、
佐
藤
小
石
氏
お
よ
び
久
保
舜
一
氏
は
「
六
月
一

１９
日
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
黄
得
時
氏
「
久
保
天
隨
博
士
小
傳
」（「
中
國
中
世
文
學

研
究
」
第
二
號
所
收
、
一
九
六
二
）
で
は
「
六
月
二
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な

お
久
保
天
隨
の
生
涯
に
つ
い
て
は
そ
の
他
に
、
芳
村
弘
道
「
久
保
天
隨
と
そ
の
著

書
『
支
那
文
學
史
』」（
川
合
康
三
編
『
中
國
の
文
學
史
觀
』
所
收
、
創
文
社
、
二

〇
〇
二
）、
村
山
吉
廣
「
久
保
天
隨
の
生
涯
と
詩
業
」（『
中
國
古
典
研
究
』
第
五
十

一
號
所
收
、
二
〇
〇
六
）、
お
よ
び
前
掲
森
岡
ゆ
か
り
『
近
代
漢
詩
の
ア
ジ
ア
と
の

邂
逅
』
に
詳
し
い
。

（

）『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
』
に
は
何
度
か
永
井
禾
原
の
名
が
登
場
す
る
が
、
神

２０
田
博
士
は
そ
の
「
百
十
九
、
塡
詞
の
衰
頽
時
代（
一
）」
に
お
い
て
、「
禾
原
、
名
は

久
一
郞
、
尾
張
の
人
で
あ
る
。
そ
の
文
豪
荷
勇
の
父
で
あ
る
こ
と
は
、
前
に
『
森

春
濤
門
下
の
塡
詞
作
家
』
を
述
べ
た
際
に
、
す
で
に
わ
た
く
し
の
一
言
觸
れ
て
お

い
た
所
で
あ
る
。
夙
く
官
に
仕
へ
て
文
部
次
官
ま
で
榮
進
し
た
が
、
明
治
三
十
年

三
月
に
挂
冠
、
日
本
郵
船
會
社
の
上
海
支
店
長
と
し
て
同
地
に
赴
任
し
た
」
と
や

や
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
禾
原
の
生
卒
年
に
は
觸
れ
て
お
ら
れ
な
い
。

（
附
記
）

小
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
十
七
日
の
武
漢
大
學
文
學
院
に
お
け
る
講
演
原
稿
に
基

づ
き
、
增
補
・
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

五
三

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號


